
施策評価シート（ 令和３年度　実績）

施策評価（施策主管部⻑）

⾏政評価
結果

1 適当

2 良好

3 適当

4 良好

5 適当

指標名

分析
方向性
指標名

分析
方向性
指標名

分析
方向性

基本目標 出産・子育てを支え、子育てを楽しめる環境をつくる

施策 仕事と子育ての両⽴支援 評価者 健康福祉部⻑

子育てサロン及び一時預かり運営事業 有効だった コロナ禍により一時休館したが、相
談、一時預かりは継続した。

子育て支援対策事業 有効だった ファミリーサポートセンターで児童の預
かりを継続して⾏った。

施策内容
　誰もが希望する生活スタイルに合わせ、子育てができる環境を整えることで、子育てをしながら多様な働き方な
どが選択できるよう支援します。また、この取り組みにより、性別を問わず、個人の希望に沿って子育てや就業等
に関われる意識を向上させます。

主な事業

予算等事業名 KPI達成への有効性 説明

子ども・子育て支援給付経費 有効だった 保育所等で児童の受入を継続して
⾏った。

病後児保育事業 有効だった 病後児保育を継続して⾏った。

学童保育所維持管理経費 有効だった 学童保育の受入を継続して⾏った。

重要業績評価指標
（KPI）①

保育園の待機児童数（４月１日現在）　（人）
基準値 R2

0 0 ー
計画値である待機児童「０」を達成しており、取り組みは良好である。

継続推進 目標値（指標）の⾒直し案

R3 R4 達成状況
計画 1 0 0 0

A
実績

65 70 75 A実績 65 73 ー
計画 62

まかせて会員登録時の講習を受講しやすいカリキュラムに工夫し、登録者数も増加した。
継続推進 目標値（指標）の⾒直し案

重要業績評価指標
（KPI）③

児童数に対する学童保育所利⽤者の割合 　（％）
基準値 R2 R3

重要業績評価指標
（KPI）②

ファミサポまかせて会員数の推移　（人）
基準値 R2 R3 R4 達成状況

23.7 23.9 ー
利⽤者の割合は計画値を下回ったが、⺠間学童も含め希望者を受け入れている。

継続推進 目標値（指標）の⾒直し案

R4 達成状況
計画 23.6 24.7 25.8 27.0 B実績

達成状況︓A　達成（100％以上）、B　概ね達成（70％以上）、C　充分とは⾔えない（50％以上）、D　未達成（50％未満）
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成果

課題

改善点
（課題番号
に対応）

外部評価（二宮町政策評価委員会）

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

1

2

3

4

5

施策評価
施策実現に向け対象や規模等の拡充が必要 施策実現に向け順調であるため継続実施

施策実現に向け課題があるため⾒直しが必要

意⾒

●各KPIの達成状況は概ね良好であり、子育てしながらも働きやすい環境がつくられているが、KPIだ
けでは事業の進捗確認ができない。
●次期総合戦略を策定する際は、現在の子育て世帯が何を求めているかを整理し、取り組みやプロ
セスを⾒える形で組み⽴てていく必要がある。
●多子家庭支援や子どもたちが一人でいる時間が少なくする取り組みなどにより、多くの子どもを安心
して育てることができるまちとして認識されれば、転入者の増加につながると考える。

施策の取り組み

・コロナ禍においても感染対策を⾏い保育所や学童保育を運営するとともに、子育てサロンの一時預か
りやファミサポも受け入れを⾏うなど、継続して子育て支援に取り組んだ。

①保育士、学童保育所支援員等の人材確保が課題となっている。

①保育士等の処遇改善や、確保に向けた取り組みを⾏う。

評価
地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

各事業の
今後の方向性

予算等事業名 ⾏政評価の
方向性

総合戦略
方向性 特記事項

子ども・子育て支援給付
経費
（担当課︓子育て・健康
課）

現状維持 継続推進
・保育士、学童保育所支援員等の
人材確保や業務環境改善の方策
を検討する。

学童保育所維持管理経
費
（担当課︓子育て・健康
課）

現状維持 継続推進
・保育士、学童保育所支援員等の
人材確保や業務環境改善の方策
を検討する。

子育て支援対策事業
（担当課︓子育て・健康
課）

現状維持 継続推進 　　　　　　　　　－

病後児保育事業
（担当課︓子育て・健康
課）

現状維持 継続推進 －

子育てサロン及び一時預
かり運営事業
（担当課︓子育て・健康
課）

現状維持 継続推進 　　　　　　　　　－
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